
2017-(1)            公益社団法人 北海道臨床工学技士会ニュース            ２０１７年１２月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2017 年 11 月 19 日（日）に開催された第 28 回北海道臨床工学会は、多くの関係者の皆様のご協力

のもと、盛会に終了いたしました。 

大会前日と当日の天気は全国的に大荒れの予報で、参加される会員の皆様は大変ご苦労されたと思

います。天候が悪かったにもかかわらず、参加人数は前年を上回る結果となりました。前日の会場設

営準備にご協力していただいた皆様、当日ご参加いただいた会員の皆様、関係者の皆様に厚く御礼申

し上げます。 
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北海道大学学術交流会館において、第 28 回北海

道臨床工学会が開催され会員や学生を含め総勢

509 名が参加され盛大な会となりました。 

 特別講演では一般社団法人ふくしま医療機器産

業推進機構 安全性評価部 生物試験課 副主任

医療技師 西勝光紀先生に「RO 装置の放射性物質

の除去性能について」と題してご講演して頂き、教

育講演では、社会医療法人社団カレスサッポロ 北

光記念病院 ICD/ペースメーカーセンター 井上

和茂先生に「皮下植え込み型除細動器（S-ICD）の

概要と当院における使用成績」と題してご講演して

頂きました。電波関連講演では、滋慶医療科学大学

院大学 加納隆先生に「医療機関において安心・安

全に電波を利用するために」と題してご講演して頂

きました。それぞれの内容について先生の経験を織

り交ぜながら、丁寧にご説明して頂き有意義な内容

となっていました。 

 ランチョンセミナーでは、CKD-MBD と薬剤に

関する内容や心エコーのより実践的な使用方法、透

析液濃度管理についてご講演頂きました。ご多忙の

中、ご講演して頂きました千葉尚市先生、松原沙織

先生、清水康先生に御礼申し上げます。 

 また、日本生体医工学会（旧日本エム・イー学会）

北海道支部第 52 回生体医工学研究会との共催企画

として「臨床工学と生体医工学‐臨床工学が生体医

工学に期待する事‐」というテーマで、それぞれの

立場の講師からご意見を頂き、パネルディスカッシ

ョンの場も設けられ活発な意見交換がされていま

した。 

今回は初めての試みとして、優秀演題セッション

が設けられました。5 演題がノミネートされ、審査

員による厳正な審査が行われた結果、札幌医学技術

福祉歯科専門学校 臨床工学技士科 鳥海紗瑛さ

んが発表した「メール送信装置を利用した警報監視

システムの試作」が最優秀演題となりました。鳥海

さんは「学生という立場でありながら、このような

賞を頂けて大変うれしく思います」と話されていま

した。 （広報 東） 

 

今回、会誌に論文掲載を希望される方で、学会

当日に投稿原稿を提出されていない方は、「投

稿・執筆規程」に従い、下記の期日までに必ず投

稿原稿を提出してください。提出は郵送でもメー

ルでも受け付けています。 

編集用に用意しているパソコン(Windows)は、

MicrosoftのWord2010とPowerPoint2010に対

応できるようにしています。原稿はWord、図表

にはPowerPointを用い、上記環境にて正常に動

作するデータでお送り下さい。また、図表は白黒

に修正してからお送り下さい。 なお、公益社団

法人北海道臨床工学技士会会誌は現在ISSN登録

となっています。今回発表される内容を他学会に

て全く同じ内容で論文投稿の予定がある場合は

二重投稿とみなされますので、注意をお願いいた

します。 

記 

締め切り期日：2018年1月12日（金）必着  

原稿送付先：〒070-8610  

北海道旭川市金星町1丁目1-65  

市立旭川病院 臨床工学室  

澤崎 史明 <Sawasaki Fumiaki>  

Phone：0166-24-3181(内線3905)  

FAX ：0166-24-1125  

Mail ：f_sawasaki@city.asahikawa.hokkaido.jp  

※後日投稿の意志に変更が生じた場合も、上記ま

で連絡をお願いいたします。  

 

最優秀演題を受賞した鳥海紗瑛さん 
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会場となった東北文化学園大学 

去る平成 29 年 10 月 14 日（土）からの 2 日間、

宮城県仙台市にて第４回北海道・東北臨床工学技士

会が開催されました。会場は東北文化学園大学で仙

台市中心部から JR にて 15 分程離れたところでし

たが、2 日間での参加者約 500 名、機器展示 36 社

と盛大なものとなりました。今回は若手技士が中心

となって、やりたいことや勉強したいことなどを多

数盛り込んだプログラム内容にしたとのことで、特

にハンズオンに関する企画が多く行われていたの

が印象的でした。 

1 日目終了後別会場にて行われた意見交換会で

は、会に先立ち臨床工学技士業務功労者ということ

で厚生労働大臣表彰を受けた仙台オープン病院の 

 

鈴木一郎氏と、青森慈恵会病院の山崎章生氏の御二

人が紹介され記念品が贈呈されました。 

北海道・東北地区各地の技士が多数集う中、各道

県技士会対抗のゲームや出し物も行われ大いに盛

り上がりました。ちなみに北海道勢としては大宮会

長が代表として素晴らしい一発芸（？）を披露され、

木村理事もゲームで一位を獲得するなどみなさん

大活躍でした。様々な料理とともに東北地方の美味

しい地酒も振る舞われ、二次会、三次会と場所を変

えながら皆さん夜遅くまで活発な交流が行われて

いたようです。 

  

 

厚生労働大臣表彰を受けた鈴木一郎氏 

機器展示会場の様子 意見交換会の様子 
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今回の開催テーマは“未来への礎(いしずえ)” 

～Knowledge 知識・Technology 技術・Heart 心

～。 

時代とともに変わっていく臨床工学の世界に

新しく挑戦するという思いと、そのためにもう一

度基礎を見つめ直すという思いを込めたという

ことで、プログラムの内容的にもこのテーマに沿

った素晴らしいものであったと感じています。 

Y ボードシンポジウムの様子 

2017 年 9 月 24 日（日）北海道建設会館 9 階に

おいて、第 8 回北海道呼吸療法セミナーが開催さ

れました。セミナーでは「グラフィックから判断

する肺保護の基本」、「救急医療の現状と今後の展 

柴田委員長によるロボット作業部会の発表 

ロボット作業部会 

2 日目は道技士会ロボット手術作業部会を代表

して柴田委員長より、作業部会の活動について発

表が行われました。また Y ボードシンポジウムで

は各道県でのこれまでの活動内容や今後の展望が

話し合われ、道技士会からは池田事務局長が代表

として現在の活動状況や課題などを報告されまし

た。 

閉会式の様子 

来年は福島にて第 5 回目の北海道・東北臨床工

学会が開催されます。道技士会としても是非会員

皆様の積極的な参加、演題発表などご協力を頂

き、北海道、東北地区の交流をより一層盛り上げ

ていただきたいと感じています。 

御尽力いただいた宮城県臨床工学技士会、北海

道・東北臨床工学技士会連絡協議会の皆様に篤く

御礼申し上げます。 （広報 奥山） 

講師の永坂充先生 
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望」、「在宅人工呼吸管理の実状と課題」、「経肺圧に

ついて」と、4 つのテーマについての教育講演が行

われました。 

その一つ、「在宅人工呼吸管理の実状と課題」で

は、在宅の現場ではすぐに検査ができる環境ではな

いため、聴診や打診など患者を診る診断技術がより

求められるということ、また、現場での点滴や注射

などにも制約があり、実施できる医療処置に限界が

あるため早期に異常を感知するスキルが求められ

る、など在宅の現場において求められる技術や問題

点などについてのお話がありました。今後、増えて 

いくであろう在宅人工呼吸患者に対して、臨床工学

技士が在宅の現場に介入する機会も増えることが

予想されるだけに、訪問看護ステーションに所属

し、すでにその分野で活躍されている講師の永坂先

生のお話は大変貴重なものでした。 

最後に、本セミナーにて講義していただいた先生

方、座長の労をお取りいただいた先生方、そしてご

協力いただいた各メーカーの皆様に深く御礼申し

上げます。 （広報 本手） 

教育セミナーとして「各施設における外科的内視

鏡業務について」、「内視鏡業務におけるＣＥの立ち

位置と期待」、「各施設における内科的内視鏡業務に

ついて」の 3 つのテーマについて 6 名の講師の方に

御講演頂きました。内視鏡機器の点検や感染対策な

ど、これから内視鏡業務を始める方や既に従事され

ている方にとっても有意義な内容となっておりま

した。 

 また、特別講演Ⅰとして「Fundamental Use of 

Surgical Energy プログラムに学ぶ 目から鱗！ 

電気メスの基礎原理と関連有害事象」をテーマに、

講師の渡邊先生より電気メスを実際に使用した分

かりやすい電気メスの原理の説明や米国消化器内

視鏡外科学会が開発したエネルギーデバイス安全

使用のための教育プログラム「FUSE」の一部内容

を紹介しながら電気メスの基礎と有害事象につい

て御講演して頂きました。特別講演Ⅱでは「内視鏡

の感染管理～あなたの内視鏡室は大丈夫？～」をテ 

呼吸療法セミナーの様子 

医療安全セミナーの様子 

講師の佐藤絹子先生 

2017 年 10 月 29 日(日)ＫＫＲ札幌医療センター

において、第 12 回医療安全セミナーが開催されま

した。今回のセミナーは札幌の会場の他に小樽、釧

路、帯広へライブ中継され、各会場で多くの方が参

加されました。 
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下記に示すセミナー、学会等が開催されま

す。皆様多数の参加をお願いいたします。詳細

は公益社団法人 北海道臨床工学技士会ホー

ムページまたは各記載の web サイトをご覧く

ださい。 

 

****************************************** 

2018 年 5 月 26 日（土）～5 月 27 日（日） 

「第28回日本臨床工学会」 

会場 パシフィコ横浜 

http://www.pcoworks.jp/jace28/index. 

html 

****************************************** 

2018 年 6 月 19 日（火）～6 月 21 日（木） 

「第 57 回日本生体医工学会大会」 

 会場 札幌コンベンションセンター 

http://www.c-work.co.jp/jsmbe57/ 

****************************************** 

 

正会員における平成 30 年度年会費の自動口座

振替は、下記の日程で行われます。つきましては、

自身の登録口座の内容に変更がないかどうか、ま

た残高が十分かどうかなどを事前にご確認くださ

い。口座変更希望の方は、技士会ホームページよ

り連絡し、変更手続きを行ってください。また、

平成 30 年 3 月末までに退会を予定されている方

は、年会費引き落とし手続き前の平成 30 年 1 月

31 日までにご連絡をお願いいたします。 

 

平成 30 年度年会費自動振替日程 

1 回目：平成 30 年 2 月 27 日（火）：平成 30 年 1

平成 30 年度年会費自動振替日程 

1 回目：平成 30 年 2 月 27 日（火）：平成 30 年 1

月 15 日までに自振申込が完了している正会員が

対象 

2 回目：平成 30 年 6 月 27 日（水）： 平成 30 年 1

月 15 日以降に入会した正会員が対象 

3 回目：平成 30 年 8 月 27 日（月）： 平成 30 年 5

月 15 日以降に入会した正会員が対象 

4 回目：平成 30 年 11 月 27 日（火）：平成 30 年

10 月 15 日以降に入会した正会員が対象 

 

 

―マに、講師の佐藤絹子先生より、ガイドラインを

解説しながら日常ですぐに使える内科的内視鏡の

洗浄・消毒方法や環境整備について御講演して頂き

ました。 

最後に、御多忙の中本セミナーにご講演して頂き

ました先生方、座長の労をお取り頂いた先生方、御

協力頂きましたメーカーの皆様に深く感謝を申し

上げます。 （広報 小玉） 

11 月 9 日(木)の理事会で以下の報告、協議が

なされました。 

 

□報告事項 

１．事務局（新入会、退会） 

  26 名の入会と 1 名の退会を承認 

２．各委員会報告 

３．その他 

 

□協議事項 

議案 1．平成 29 年度北海道社会貢献賞推薦 

 ⇒日臨工理事真下氏を推薦することを承認 

議案 2．支部制導入について 

 ⇒支部制規定と定款変更の方向性について承

認 

議案 3．第 5 期内部理事･監事役員選挙について 

・告示：平成 29 年 12 月 1 日(金) 

※投票日の 60 日以上前 

・立候補者受付：平成 29 年 12 月 15 日(金) 

～12 月 23 日(土) 

・選挙公示：平成 30 年 1 月 15 日(火) 

HP掲載と郵送 ※投票日の 20日前 

・異議申立期間：平成 30 年 1 月 31 日(水)まで 

・投票期間：平成 30 年 2 月 5 日(金） 

～2 月 16 日(金) 

・開票日：平成 30 年 2 月 19 日(月） 

議案 4．日臨工代議員選挙について 

 ⇒北海道として真下氏をブロック代議員とし

て推薦する 

議案 5．委員会の編成について 

 ⇒委員の選出を公募にすることを検討する 
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このコーナーは、平成 2８年度の卒業生で北海道臨床工学技士会より表彰を受けた道内臨床工

学技士養成校の卒業生に、現在の状況や今後の抱負など熱い思いを語ってもらうコーナーです。 

今回は、平成 2９年 3月に札幌医学技術福祉歯科専門学校を卒業し、現在旭川医科大学病院に

て勤務中の島田真実さんです。 

 

じる分、理解できたときは嬉しいです。これを積

み重ねていつかは先輩方のように何事に対しても

常に根拠を持って行動できるようになりたいで

す。 

また先輩方は研究や様々な学会への参加など、

通常業務のほかにもさらに活動の場を広げていま

す。私もその第一歩として 11 月に開催される北海

道臨床工学技士会での演題発表に向けて、研究を

進めているところです。 

私は、臨床工学技士として関わることができる

業務には多く関わりたいという思いから、総合病

院に就職しました。さまざまな分野の業務がある

分、わからないことばかりで落ち込むこともあり

ますが、学べる環境にいることにとても感謝して

います。これからもきっと反省反省の毎日が続く

と思いますが、努力することを諦めず、精進して

いきたいと思います。 

 

私は平成29年3月に西野学園札幌医学技術福祉

歯科専門学校を卒業し、この春から旭川医科大学

病院に勤めています。最初は医療用語ばかりが飛

び交う技士室が医療ドラマの中のような、現実感

のない場所に感じられました。働き始めて 4 ヶ月

が経とうとしている今、先輩方の話にはついてい

けないことばかりですが、この雰囲気には慣れた

ように思います。 

当院臨床工学技士業務は、手術室業務、血液浄

化業務、ICU 業務、カテーテル室業務、高気圧酸

素治療業務、CE センター業務など多岐にわたり、

現在私は先輩方の指導の下、血液浄化業務・手術

室業務・CE センター業務に携わっています。自分

の無知さ無力さ、失敗の連続に反省の毎日です。 

当院は手術目的で入院される透析患者を中心に

血液浄化業務を行っています。患者様の状態が不

安定な点や手術等の侵襲の影響を考慮しなければ

いけないところに難しさを感じます。難しいと感 

旭川医科大学病院 島田真実さん 
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支部制導入に向け、各地区代表で構成している組織委員会委員と協議をしつつ、２０２０年支部制

導入に向け準備を進めています。 

実際に、支部制導入による会員の皆様へのメリット・デメリットはありますが、この準備期間に納得し

ていただけるような体制作りと説明をいたします。 

私たちは会員の協力のもと、公益社団法人かつ職能団体として北海道民のために医療安全活動

と、多くの人々へ職種の PR活動を行っているところです。 

 

支部制導入後は、臨床上の技術・知識向上を目指す活動など支部事業として計画し、開催の協力

や会員への情報提供も含めた体制を作ります。現在までに小樽・帯広・釧路と地域限定ではありま

すが、インターネット回線を利用し、札幌セミナー会場から地方会場へセミナーのライブ配信を試

行しました。Web を利用したセミナーや情報交換は、参加者の時間と費用の軽減が可能となり、多

くの人が参加しやすくなるメリットが考えられ本格運用を目指しています。 

 

支部制導入により各支部の協力をいただきながら、北海道全域のつながりが強固となることを目

指し、当会の公益事業である医療機器の安全使用における啓蒙活動の今まで以上の充実を図りたい

と思っております。 

支部制導入に関するお知らせ ② 
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北海道臨床工学技士会ニュース 

広報担当   旭川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院 臨床機器管理課  木村吉治 

北晨会 恵み野病院 臨床工学科  日沖一木 

編集委員   旭 川 赤 十 字 病 院 臨床工学課  奥山幸典 

旭川医療センター 診療統括部  本手 賢 

       旭川医科大学病院 診療技術部  南谷克明 
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